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徳島観測所の36年余を顧みて 
                                               観測班 近藤 和男     
 
はじめに 



































写真 1 徳島観測所 
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2．観測方式  







































写真 2 煤書室（稼働中） 写真 3  記録ドラム（稼働中） 
写真 4 鷲敷観測抗入口 
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べての要素にカーソルを当てて読み取る方法に変更した 。  
＊テレメータ化後記 
 煤書記録のデータの整理及び観測点毎の 
 読み取りという手間は省力化された。一       
 つの地震の読み取りは端末のCRT上で他 






                       つれ,なじみが薄らいできた思いがしま 
す。 写真 5 テレメータ装置（廃棄予定） 























での間は平野システムによりデジタルデータを作成し、サターンシステムに伝送して いた。            
 















での速度型強震観測、本所石井での防災科学技術研究所の Freesia 計画への協力（STS1 によ
る長周期地震観測及び速度型地震計による強震観測）は継続されている。 











































図 1   阪神大地震余震（煤書き記録一部分） 
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3．MT 観測（地殻比抵抗構造探査）及び水位観測 
 3.1 MT 観測 
阪神大地震後、気象庁による地震データ及び独立行政法人防災科学技術研究所の高感度微
小地震観測網（Hi-net）のデータが充実され、データ処理も迅速になされるようになり、観













 1946 年 12 月 21 日に発生した昭和南海地震（M8.0）では、地震の前に紀伊半島から四国の
太平洋側の広い範囲で地下水、特に井戸水の水位が減った、あるいは涸れたという報告があ
る。地下水観測が次の南海地震発生の予測のための情報が得られる手がかりになると考え地
下水調査及び観測を行う、という趣旨で 2003 年 7 月に細元技術職員（当時）と 2人で洲本市
由良町及び徳島県海部郡周辺の井戸の調査を行った。この観測は 2008 年 3 月に担当教官が退
職（梅田教授、重富助教、尾上助教）するまで続けられた。短期間のため当然ながら結果は
出ていないがデータは残っているので、将来必要になるだろうとひそかに思っています。 
 写真 6 データ収集風景 写真 7  聞き取り調査 



























辺の GPS 観測等に関わり、現在は琵琶湖西岸地震観測を継続中です。 
 
4．研修 










年 3 月の東京大学技術研修会に出席させていただきました。 
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おわりに 
 あらためて技術報告という形で自分の 36 年余を振り返り、文章にまとめてみると何をして
きたかという疑問が（悔い？）が残ります。観測所開設期よりの煤書記録・MO に収集されて





































図 2 震源分布図（2000－2008 年） 
